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　2月3日、節分にちなんでつくし保育園で豆まきが行
われました。
　保育園では、みんなで歌って遊んでいると、赤鬼が
金棒で窓を「ドンドン」と叩きながらベランダから
入ってきました。
　鬼の登場で園内では、あっちこっちで悲鳴が上が
り、怖くて泣いている子など園内は大混乱!! 仲間たち
で一致団結し、園児らは「鬼は外」と言って果敢に立
ち向かい、鬼を追い払いました。
　こわ～い、こわ～い鬼退治のあとは、アメや駄菓子
などをまき、今年の幸せをみんなで祈る豆まき会を楽
しみました。

元気いっぱい

　　　　全力で鬼退治！
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３月１日オープン

　

光
林
荘
は
、
北
海
道
新
幹
線
開
業
を
契
機
に
、
商
工
業
及
び
観
光
に
つ
い
て

の
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
温
泉
を
利
用
し
た
宿
泊
体
験
施
設
と
し
て
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
観
光
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
魅
力

を
発
信
し
体
験
す
る
な
ど
、
新
た
な
事
業
展
開
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
施
設
は
、「
木
材
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
や
さ
し
い
空
間
」
を
テ
ー
マ
に

ス
ギ
・
ヒ
バ
・
マ
ツ
な
ど
の
地
域
木
材
を
使
用
し
、
和
風
で
伝
統
的
な
在
来
工

法
に
よ
り
、
木
材
の
力
強
さ
と
美
し
さ
の
表
現
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

木
造
平
屋
建
で
和
室
10
室
、
洋
室
６
室
、
和
洋
室
１
室
で
54
名
（
最
大
80
名
）

が
宿
泊
で
き
る
17
室
の
客
室
は
、
全
室
個
室
ト
イ
レ
と
浴
室
付
き
で
、
繰
り
返

し
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
全
て
の
客
室
は
違
い
を
持
た
せ
た
デ
ザ
イ
ン
と
し

ま
し
た
。

　

研
修
室
は
、
各
種
団
体
の
会
議
や
研
修
会
な
ど
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
テ
レ

ビ
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
の
備
品
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

大
広
間
で
は
、
研
修
会
後
の
懇
親
会
の
ほ
か
、
仲
間
同
士
や
職
場
で
の
親
睦

会
な
ど
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

施
設
の
利
用
や
ご
宴
会
で
の
料
金
等
に
つ
い
て
は
、
光
林
荘
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。　
（
電
話　

０
１
３
９-

６
２-

３
３
４
７
）

多目的に利用できる研修室 柔らかい光と室内の色彩により高級感が漂う大広間

ラウンジは吹き抜けで梁などを露出させて木材の美しさを表現

宿泊体験施設　光林荘HP http:www.kourinsou.com/#
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宿
泊
体
験
施
設
竣
工
　
寄
贈
品

　

株
式
会
社　

建
築
企
画
山
内
事
務
所

 　

絵
画
三
点
・
案
内
石
碑

　

株
式
会
社　

林
組　

床
置
時
計

　

有
限
会
社　

阿
部
建
設　

の
れ
ん

　

有
限
会
社　

工
藤
電
気
工
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
れ
ん

　

株
式
会
社　

乙
部
電
気
工
業　

　

池
田
煖
房
株
式
会
社　

函
館
支
店　

館
名
板

　

有
限
会
社　

志
田
配
管　

料
金
看
板

　

あ
た
た
か
い
ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た
。

平成 27 年

客室名には地名などを用いて町をＰＲ

原生林などの自然の風景と調和した露天風呂

上質で気品がある伝統
的な和室

ヒバの香りと良質な温泉で心か
ら癒される浴室

道南スギの風合いを活かしたモダンな洋室

宿泊体験施設 おとべ温泉郷

光 林 荘
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区　　　　分 歳　　　入 歳　　　出 差　　額

国民健康保険事業特別会計 6億2,681万円 6億102万円 2,578万円

後期高齢者医療特別会計 5,655万円 5,617万円 38万円

介 護 保 険 特 別 会 計 7億8,156万円 7億2,058万円 6,098万円

簡易水道事業特別会計 1億2,234万円 1億2,085万円 149万円

公共下水道事業特別会計 1億5,671万円 1億5,299万円 372万円

漁業集落排水事業特別会計 4,987万円 4,759万円 228万円

国民健康保険病院事業会計 3億5,913万円 3億7,410万円 ▲ 1,497万円

計 21億5,297万円 20億7,330万円 7,967万円

町 民 税 1億3,634万円

固 定 資 産 税 1億67万円

軽 自 動 車 税 783万円

町 た ば こ 税 3,470万円

入 湯 税 122万円

計 2億8,076万円

町税の収納状況各会計別決算額

歳  　出

平成 25 年度

決算報告決算報告
　昨年 12 月に開かれた第４回乙部町定例町議
会において、平成 25 年度乙部町各会計歳入歳
出決算が承認されました。
　町民の皆さんが納めた税金や国、道からの補
助金は、私たちの生活をより良くするためにさ
まざまな形で使われています。
　これらがどのくらい納められ、どのように使
われたか、一般会計を中心にお知らせします。
　平成 25 年度一般会計では、歳入 42 億 3,124
万円（前年度比 6.2％増）、歳出 41 億 2,867
万円（前年度比 7.4％増）差し引き、１億 257
万円が翌年度への繰越金として、実質収支は 1
億 40 万円の黒字決算となりました。

歳出総額41億2,867万円歳出総額41億2,867万円

国庫支出金
3億8,294万円（9.1％）

その他
8,516万円（2％）

歳入総額 42 億 3,124 万円歳入総額 42 億 3,124 万円
諸収入

7,656万円
（1.8％）

自 主 財 源（17.7％
）

依　存　財　源（82.3％）

地方交付税
21億6,276万円

（51.1％）

その他
3億8,955万円

（9.2％）

町　税
2億8076万円
（6.6％）

町　債
4億3,790万円
（10.4％）

歳  入歳  入

道支出金
4億1,561万円

（9.8％）

道支出金
4億1,561万円

（9.8％）

歳　出歳　出

その他
2億1,011
    万円

  （5.1％）

その他
2億1,011
    万円

  （5.1％）

消防費
   1億6,661
          万円

           （4％）

消防費
   1億6,661
          万円

           （4％）

民　生　費
5億9,556万円
（14.4％）

民　生　費
5億9,556万円
（14.4％）

公　債　費
5億199万円
（12.2％）

公　債　費
5億199万円
（12.2％）

土木費
4億471万円
（9.8％）

土木費
4億471万円
（9.8％）

総　務　費
9億6,460万円
（23.4％）

総　務　費
9億6,460万円
（23.4％）

衛生費
3億3,832万円

（8.2％）

衛生費
3億3,832万円

（8.2％）

農林水産業費
3億6,639万円

（8.9％）

農林水産業費
3億6,639万円

（8.9％）

教　育　費
　2億6,529万円

（6.4％）

教　育　費
　2億6,529万円

（6.4％）

商工費
3億1,509万円

（7.6％）

商工費
3億1,509万円

（7.6％）

決算報告

町　税
　皆さんから納めていただいた町税は２億 8,076 万円（前年度比 0.3％減）となり、歳入全体の 6.6％を占
めています。
地方交付税
　地方交付税は、行政運営を行うのに必要な経費に比べ、税収が少ない地方公共団体に対して国が交付す
るもので、平成 25 年度は、21 億 6,276 万円（前年度比 0.2％減）と歳入の中で最も大きく全体の 51.1％を
占めています。

町　債
　町債は皆さんが利用する公共施設などの整備に充てられる、国や銀行などから借り入れる資金のことで、
歳入全体の 10.4％、４億 3,790 万円を借り入れました。

歳  　入

　歳出で最大のものは、総務費で９億 6,460 万円と全体の 23.4% を占め、続いて民生費が５億 9,556 万円、次に公債費、
土木費、農林水産業費、衛生費、商工費、教育費、消防費と続き、各種基金の積み立てや福祉対策、農林漁業の振興、
公共施設の整備などに使われました。
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町民の負担と使われたお金
（平成26年3月31日現在の人口、世帯数で割ったもの）

一人当たり（4,110 人）
負担した税金

使われたお金

6万8,000円

100万4,000円

一世帯当たり（1,928世帯）
負担した税金

使われたお金

14万5,000円

214万1,000円

町有財産の状況（平成26年3月31日）

土 地
建 物
山 林
証券その他権利

車
基 金 等

一 般 会 計
特 別 会 計

町債の現在高（平成26年3月31日）

2,639,897㎡
75,789㎡

13,857,481㎡
1億9,516万円

27台
49億4,843万円

39億7,920万円
20億2,658万円

決算に見る主な内容（一　般　会　計）

21万円

129万円 
3億6,247万円 
　4,682万円 
　2,055万円 

5,670万円

3,800万円 
　9,628万円 

　　　1,035万円 
　　687万円 
　4,812万円 
　6,631万円

5,176万円 
　　　1,036万円 

　2,061万円
765万円 

 
　980万円
3,429万円

2,403万円 

2,422万円
1,782万円 

1億7,000万円 
1,422万円

2,110万円 
　520万円 
2,362万円

　　2億4,299万円

　4,247万円 
　　9,353万円 
　　　435万円 
　1億2,598万円 

　　153万

１億5,690万円 
　　  736万円 

386万円 
　4,918万円
　　221万円 

　　　1,359万円 
　　　115万円 
　　3,651万円 

 

議　会　費
　議会広報の発行
総　務　費
　広報おとべの発行
　各種基金積立金 
　公有財産の維持管理
 　「縁桂」の里元気地域づくり事業
　戸籍統合システム作成委託事業
民　生　費
　老人福祉施設措置
　障害者自立支援対策
　障害者在宅福祉対策
　こども児医療給付対策
　児童手当の支給
　常設保育園運営費
衛　生　費
　南部檜山衛生処理組合分担金
　各種検診・相談・予防接種
　おとべ温泉いこいの湯運営費
　へき地医療対策
労　働　費
　季節労働者援護対策
　緊急雇用創出推進事業
農林水産業費
　農業生産体制の整備

　農業基盤等の整備
　町有林の造林及び保育事業
　森林環境・環境基盤の整備
　育てる漁業の推進
商　工　費
　商工業の振興
　観光振興事業
　公園等の管理・整備
　宿泊体験施設整備事業
土　木　費
　町道の維持管理
　町道の新設改良
　町営住宅の維持管理
　町営住宅の建替整備
　街なみ環境整備事業
消　防　費
　檜山広域行政組合負担金
　防災対策費
教　育　費
　英語指導助手の招致
　校舎・施設設備の整備
　教材備品の整備
　スクールバスの運行
　健康づくり・体力づくりの推進
　学校給食費

歳出総額41億2,867万円歳出総額41億2,867万円

国庫支出金
3億8,294万円（9.1％）

その他
8,516万円（2％）

歳入総額 42 億 3,124 万円歳入総額 42 億 3,124 万円
諸収入

7,656万円
（1.8％）

自 主 財 源（17.7％
）

依　存　財　源（82.3％）

地方交付税
21億6,276万円

（51.1％）

その他
3億8,955万円

（9.2％）

町　税
2億8076万円
（6.6％）

町　債
4億3,790万円
（10.4％）

歳  入歳  入

道支出金
4億1,561万円

（9.8％）

道支出金
4億1,561万円

（9.8％）

歳　出歳　出

その他
2億1,011
    万円

  （5.1％）

その他
2億1,011
    万円

  （5.1％）

消防費
   1億6,661
          万円

           （4％）

消防費
   1億6,661
          万円

           （4％）

民　生　費
5億9,556万円
（14.4％）

民　生　費
5億9,556万円
（14.4％）

公　債　費
5億199万円
（12.2％）

公　債　費
5億199万円
（12.2％）

土木費
4億471万円
（9.8％）

土木費
4億471万円
（9.8％）

総　務　費
9億6,460万円
（23.4％）

総　務　費
9億6,460万円
（23.4％）

衛生費
3億3,832万円

（8.2％）

衛生費
3億3,832万円

（8.2％）

農林水産業費
3億6,639万円

（8.9％）

農林水産業費
3億6,639万円

（8.9％）

教　育　費
　2億6,529万円

（6.4％）

教　育　費
　2億6,529万円

（6.4％）

商工費
3億1,509万円

（7.6％）

商工費
3億1,509万円

（7.6％）
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平
成
二
十
六
年
度
乙
部
町
健
康

づ
く
り
交
流
会
が
、
二
月
十
五
日

公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
約
一
六
〇

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
第
九
次
健
康
づ
く
り

計
画
の
策
定
に
向
け
て
各
地
区
の

健
康
づ
く
り
推
進
員
で
開
催
さ
れ

た
乙
部
町
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い

て
の
意
見
交
換
会
の
報
告
（
下
記

参
照
）、
続
い
て
意
見
交
換
会
で

講
演
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
助
言

指
導
な
ど
で
参
加
し
て
い
た
だ
い

た
、
北
海
道
教
育
大
学
函
館
校
の

齋
藤
征
人
准
教
授
に
よ
る
『
こ
れ

か
ら
も
暮
ら
し
続
け
た
い
町
で
あ

る
た
め
に
』
と
題
し
て
の
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

　

齋
藤
先
生
の
講
演
で
は
、「
人

は
誰
か
に
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
で

生
き
が
い
を
感
じ
、
い
き
い
き
と

健
康
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
に

は
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
で
誰
か

の
た
め
に
役
立
て
る
こ
と
を
す

る
。
ま
た
そ
の
誰
か
は
そ
の
人
の

得
意
分
野
で
誰
か
の
た
め
に
な
る

こ
と
を
す
る
。
お
互
い
が
必
要
と

さ
れ
る
存
在
に
な
る
こ
と
で
元
気

に
な
れ
る
」
と
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
主
体
性
を
呼
び
か
け
「
健
康
づ

く
り
は
町
づ
く
り
で
あ
る
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に「
乙
部
町
の
元
気
予
報
」

と
題
し
て
、
将
来
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
が
楽
し
く
交
流
し
、
誰

も
が
元
気
に
な
れ
る
よ
う
な
「
乙

部
町
の
健
康
づ
く
り
」
に
つ
い
て

の
提
案
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

講
釈
師
の
荒こ

う
と
う
む
け
い

到
夢
形
氏
に
よ
る

『
乙
部
開
拓
小
史
～
漁
業
を
中
心

に
～
』
と
題
し
た
講
談
で
は
、
開

拓
期
の
ア
イ
ヌ
と
倭
人
の
関
わ
り

か
ら
、
豊
浜
に
お
け
る
ス
ケ
ソ
ウ

漁
で
は
、
礼
文
島
へ
の
出
稼
ぎ
の

話
な
ど
、
昔
の
厳
し
い
生
活
や
漁

業
の
様
子
が
話
さ
れ
、
多
く
の
参

加
者
が
感
動
し
目
に
涙
を
浮
か
べ

る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
意
見
交
換
会
で
出
さ
れ

た
意
見
を
基
に
、
第
九
次
健
康
づ

く
り
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
す
。

　

計
画
が
完
成
し
ま
し
た
ら
、
み

な
さ
ま
に
ご
報
告
し
ま
す
の
で
、

も
う
し
ば
ら
く
お
待
ち
下
さ
い
。

幸
せ
は
み
ん
な
が
笑
顔
で
暮
ら
す
こ
と
　
～
健
康
・
安
心
・
交
流
～

幸
せ
は
み
ん
な
が
笑
顔
で
暮
ら
す
こ
と
　
～
健
康
・
安
心
・
交
流
～

齋藤征人氏による講演

荒到夢形氏による講談休憩中にみんなでストレッチ運動

幸せはみんなが笑顔で暮らすこと　～健康・安心・交流～

乙部町の健康づくりについての意見交換会　まとめ

めざす姿

テーマ①『みんなが健康に暮らせる町ってどんな町？』

健　　康

安　　心

交　　流

まとめ
『健康的に徘徊しよう』
～出かけ・歩き・集い・会話が弾むまち～

テーマ②『私たちが望む地域医療、私たちが守る地域医療』

テーマ③『私たち健康づくり推進員ができること』

必要なこと
　　　　１、まちをよく知る　
　　　　２、交流の場
　　　　３、助け合い

『健康な老後をわが町おとべで』
～地元で暮らせる自分と心強いホームドクターとしての国保病院～

必要なこと
　　　　４、予防（病気・介護）　
　　　　５、上手に病院受診する
　　　　６、安心な老後

『子どもから大人まで支えられたり支えたり』
～おたがいさまのお付き合いが楽しめるまち～

必要なこと
　　　　７、学び　　　　　　　　
　　　　８、交流・生きがい
　　　　９、リーダー育成
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3月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

₁ ₂ ₃ ₄ ₅ ₆ ₇
休日当番医
厚沢部町国保病院

ひよこサークル
（交流 午前 10 時～）

お達者ぴんしゃん教室
（ケア 午前10時～）
ヒブワクチン予防接種

（国保 午後 1 時 30 分～）
不活化ポリオ予防接種

（国保 午後 1 時 30 分～

₈ ₉ 10 11 12 13 14
休日当番医
道立江差病院

平 成 27 年 乙 部 町
議会第 1 回定例会

（役場 午前10時～）
麻しん風しん予防接種

（1 歳児対象）BCG 接種
（国保 午後 1 時 30 分～） 
骨髄バンク登録日、肝炎ウイ
ルス検査日、HTLV-1 検査日

（江保 ※ 1 事前予約）

おしゃべりサロン 
（姫ふ  午後 1 時 30 分～）
1 歳 6 か月児、3 歳児健診

（交流 午後 1 時～）

乙部中学校卒業式
（乙中 午前 9 時 30 分〜）

すくすく広場
（つ保 午前 9 時 30 分〜） 
みたい！よみたい！
絵本とかみしばい

（公民 午前10時～）

15 16 17 18 19 20 21 春分の日
休日当番医
佐々木病院

こころの健康相談
（江保 午後 3 時～）
女性の健康相談

（江保 午後 1 時～）

赤ちゃん相談・健診
（ケア 午後 1 時～）

お達者ぴんしゃん教室
（ケア 午前10時～）
四種混合予防接種

（国保 午後１時 30 分～）
健康相談

（ゆ里 午後１時 30 分～）

乙部小学校卒業式
（乙小 午前 9 時〜）
栄浜小学校卒業式

（栄小 午前 9 時 30 分〜）
明和小学校卒業式

（明小 午前 9 時 30 分〜）
健康相談

（三愛 午前 9 時～）
健康相談

（三研 午前 9 時 40 分〜）

休日当番医
上ノ国診療所

22 23 24 25 26 27 28
休日当番医
道立江差病院 

骨髄バンク登録日、
肝炎ウイルス検査日、
HTLV-1 検査日

（江保 ※ 1 事前予約）
ぴよぴよ広場 

（ケア 午前10時～）
高齢者大学修了式

（公民 午後 1 時 30 分～）

サロン「とよはな」
（豊セ 午後 1 時～）

肺炎球菌ワクチン予防接種（小児）
（国保 午後 1 時～）
水痘ワクチン予防接種

（国保 午後 1 時 30 分～）
各小中学校修了式

男のためのお達者教室
（ケア 午後１時 30 分～）

つくし保育園卒園式
（つ保 午前 9 時〜）

29 30 31 ／ ／ ／ ／
休日当番医
勤医協診療所

会
場
・
場
所
略
称

（国保）国保病院
（江保）江差保健所
（公民）公民館
（つ保）つくし保育園	
（交流）生きがい交流センター�
（ケア）ケアセンターおとべ

（姫ふ）姫川ふれあいセンター
（豊セ）とよはま地区センター
（ゆ里）ゆりの里活性化センター
（三愛）三ツ谷愛郷会館
（三研）三ツ谷研修会館
（役場）乙部町役場議場

（乙中）乙部中学校	 	 	
（乙小）乙部小学校
（栄小）栄浜小学校
（明小）明和小学校	 	

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
①地区

不燃ごみ収集
①地区

不燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

ごみ収集の略称　①地区・・・滝瀬、元町１、元町２、緑町１、緑町２
　　　　　　　　②地区・・・豊浜、花磯、潮見、三ツ谷、元和、栄浜、鳥山、館浦、温泉団地、富岡、千岱野、姫川、旭岱

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
②地区

不燃ごみ収集
①地区

不燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
②地区

※１　骨髄バンク登録日、肝炎ウィルス検査日、ＨＴＬＶ－１検査日は事前予約が必要です。　江差保健所（℡ 52-1053）

4
₁

4
₂

4
₃

4
₄

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
②地区

小・中学校春休み

小・中学校春休み
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公
民
館
主
催
の
小
学
生
ビ
ブ
リ

オ
大
会
第
二
弾「
ビ
ブ
リ
オ
大
会
」

が
一
月
十
九
日
、
乙
部
小
学
校
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
読
書

活
動
の
定
着
の
た
め
に
開
催
さ
れ

た
も
の
で
、
町
内
小
学
校
の
冬
休

み
合
同
学
習
会
の
一
環
と
し
て
各

小
学
校
か
ら
五
、六
年
生
五
十
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

栄
浜
小
の
工
藤
教
頭
、
鎌
田
教

諭
か
ら
ビ
ブ
リ
オ
大
会
に
つ
い
て

の
ル
ー
ル
な
ど
の
説
明
を
受
け
た

後
、
児
童
達
は
十
班
に
わ
か
れ
そ

れ
ぞ
れ
が
持
ち
寄
っ
た
本
の
紹
介

を
し
あ
い
ま
し
た
。
一
番
読
み
た

く
な
っ
た
本
を
紹
介
し
た
十
人
は

表
彰
さ
れ
た
あ
と
、
全
員
の
前
で

一
人
ず
つ
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
一
弾
と
し
て
「
お

す
す
め
図
書
の
ポ
ッ
プ
を
作
ろ

う
」
と
冬
休
み
に
作
品
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
町
内
各
小
学
校
児
童
か

ら
百
四
十
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。

読
書
活
動
の
推
進
を
！

第
一
回
ビ
ブ
リ
オ
大
会

教
育
委
員
会
だ
よ
り

第300号

　

集
め
ら
れ
た
ポ
ッ
プ
は
公
民

館
ロ
ビ
ー
に
二
月
二
日
か
ら

十
三
日
ま
で
展
示
さ
れ
、
一
般
投

票
賞
の
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
教
育
長
賞

　

近
藤
柚
美
（
明
小
三
年
）

　
「
お
と
う
さ
ん
の
手
」

■
校
長
会
長
賞

　

能
代
一
太
（
乙
小
六
年
）

　
「
恐
竜
の
谷
の
大
冒
険
」

■
教
頭
会
長
賞

　

能
登
瑞
葵
（
栄
小
五
年
）

　
「
カ
ル
テ
ッ
ト
！
」

■
一
般
投
票
賞

　

小
笠
原
京
哉
（
乙
小
一
年
）

　
「
り
ん
ご
か
も
し
れ
な
い
」

　

四
人
の
児
童
は
ぞ
れ
ぞ
れ
表

彰
さ
れ
る
と
と
も
に
、
作
品
は
本

と
一
緒
に
公
民
館
図
書
室
に
展

示
さ
れ
ま
す
。

※
公
民
館
で
行
っ
た
ビ
ブ
リ
オ

大
会
に
つ
い
て

　

公
式
の
「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」

は
五
分
で
紹
介
す
る
と
か
、
紹
介

文
を
準
備
し
な
い
な
ど
の
ル
ー

ル
が
あ
り
ま
す
が
、
公
民
館
で
は

小
学
生
に
は
難
し
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
判
断
の
も
と
、「
ビ

ブ
リ
オ
大
会
」
と
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。

心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
を
育
て
よ
う

乙
部
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
大
会

　

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
主
催
の
「
第

四
十
九
回
乙
部
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

研
究
大
会
」
が
二
月
八
日
、
公
民

館
で
開
催
さ
れ
会
員
な
ど
約
百
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
今
、
心
輝
い
て
、
親
と
し
て
、

人
と
し
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
大

会
で
は
、
函
館
短
期
大
学
の
藤
井

壽
夫
教
授
に
よ
る
「
ネ
ッ
ト
問
題

か
ら
子
ど
も
を
守
る
～
被
害
の
現

状
と
ト
ラ
ブ
ル
の
本
質
～
」
と
題

し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

藤
井
教
授
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
で
直
接
ス
マ
ホ
の
画
面
を
見

せ
た
り
、
事
例
な
ど
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等

を
使
っ
て
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
っ
て

お
き
た
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
の
事
例

を
わ
か
り
や
す
い
言
葉
を
使
っ
て

説
明
。

　

ス
マ
ホ
や
ネ
ッ
ト
依
存
に
よ
り

睡
眠
不
足
に
な
り
、
そ
の
生
活
リ

ズ
ム
の
乱
れ
が
不
登
校
や
中
退
・

ひ
き
こ
も
り
と
な
る
負
の
連
鎖
に

な
り
う
る
こ
と
や
、
ネ
ッ
ト
利
用

と
学
力
調
査
等
の
デ
ー
タ
を
利
用

し
、
学
力
・
体
力
が
低
下
す
る
傾

向
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
説
明
。

　
「
ス
マ
ホ
を
め
ぐ
る
犯
罪
の
手

口
が
変
わ
っ
て
き
た
。
ネ
ッ
ト
に

つ
い
て
は
た
く
さ
ん
の
問
題
が
あ

る
。
子
ど
も
達
が
悲
惨
な
状
態
に

な
ら
な
い
よ
う
に
親
も
注
意
す
る

必
要
が
あ
る
」と
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
講
演
に
先
立
っ
て
乙
部
町

学
習
・
生
活
習
慣
向
上
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
か
ら
村
田
副
委
員
長
が
「
家

庭
学
習
の
て
び
き
」
の
改
訂
の
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
学
習
時
間
の

見
直
し
と
学
習
内
容
が
追
加
さ
れ

た
の
と
、
家
で
の
過
ご
し
方
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
も
加
え
ら

れ
た
こ
と
な
ど
の
説
明
も
あ
り
ま

し
た
。
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図書室の新刊おすすめ紹介
【一般向け】
●悲嘆の門 上下　　　　　　　　　　　　（宮部　みゆき）
●花燃ゆ一　　　　　　　　　　　　　　　（大島　里美）
●自滅　　　　　　　　　　　　　　　　 （柴田　よしき）
●思い出の時修理します 3　　　　　　　　 （谷　瑞穂）
●鼠、剣を磨く　　　　　　　　　　　　　（赤川　次郎）
●オレたちバブル入行組　　　　　　　　（池井戸　潤）
●銀翼のイカロス　　　　　　　　　　　　（池井戸　潤）
●老化か？病気か？それが問題だ。　　　　（細井　孝之）
●江戸三○○藩物語藩史　北海道 ･ 東北篇   （山本　博文）

【幼児・児童向け】
●忍剣花百姫伝 4 ～ 7　　　　　　　　　 （越水　利江子）
●妖界ナビ ･ ルナ 6 ～ 10　　　　　　　  （池田　美代子）
●昔の道具　うつりかわり事典　　　　　（三浦　基弘）
●ほねほねザウルス 4 ～ 8　　　　　　　（岩崎書店）
●みんなビックリ！かんたんマジック大集合（学研教育出版）
●ルルとララのフレンチトースト　　  （あんびる　やすこ）
●ベイマックス　　　　　　　　　　　　（KADOKAWA）
●いないいないばあっ！のおうた　　　　（ポプラ社）
●へいわってすてきだね　　　　　　　　（安里　有生）

　

公
民
館
主
催
の
郷
土
料
理
教

室
「
か
た
こ
も
ち
」
作
り
が
二
月

十
四
日
、
町
民
会
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

昔
は
各
家
庭
で
普
通
に
作
ら
れ

て
い
た
「
か
た
こ
も
ち
」
で
す
が
、

最
近
だ
ん
だ
ん
作
ら
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
乙
部
の
食
文
化
を
見

直
し
郷
土
愛
を
育
む
た
め
、
公
民

館
講
座
と
し
て
開
催
。
講
師
に
小

田
タ
エ
子
さ
ん
（
旭
岱
）
を
招
い

て
行
わ
れ
た
同
講
座
に
は
、
十
七

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
講
師
の
指
導
に
従
っ

て
ま
ず
黒
砂
糖
を
煮
て
黒
蜜
を
作

り
、
白
砂
糖
と
混
ぜ
た
コ
メ
粉
に

こ
ね
い
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
そ
れ

ぞ
れ
が
持
ち
寄
っ
た
「
型
っ
こ
」

で
型
を
抜
い
て
四
十
分
ほ
ど
蒸
し

上
げ
ま
し
た
。

　

で
き
あ
が
っ
た「
か
た
こ
も
ち
」

を
試
食
し
た
参
加
者
か
ら
は
「
上

手
に
で
き
た
。
美
味
し
い
。」
と

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
主
催
の
冬
の
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
シ
バ
レ

ふ
れ
あ
い
富
岡
２
０
１
５
」
が
一

月
二
十
五
日
、町
内
の
富
岡
ス
キ
ー

場
で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
親

子
連
れ
な
ど
二
百
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

午
前
中
は
、
町
ス
キ
ー
協
会
員

を
講
師
に
ス
キ
ー
講
習
会
と
歩
く

ス
キ
ー
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
昼
食
に
は
、
手
打
ち

そ
ば
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
そ
ば
は
富
岡
自
治
会
、
富
岡
た

ん
ぽ
ぽ
会
、
千
岱
野
そ
ば
愛
好
会

の
協
力
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

昼
食
後
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

ゲ
ー
ム
で
は
、
ス
ノ
ー
フ
ラ
ッ
グ
、

雪
玉
当
て
ゲ
ー
ム
の
ほ
か
、
毎
年

恒
例
の
み
か
ん
拾
い
が
行
わ
れ
、

町
内
外
か
ら
訪
れ
た
家
族
連
れ
は

冬
の
一
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

シ
バ
レ
ふ
れ
あ
い
富
岡
２
０
１
５

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

郷
土
料
理
教
室
で

「
か
た
こ
も
ち
」
を
つ
く
り
ま
し
た

町内の各小中学校卒業式
　各小中学校では平成 26 年度の卒業式が次のと
おり挙行されます。
　ご卒業おめでとうございます。
　■３月 13 日（金）９時 30 分～　乙部中学校
　■３月 20 日（金）９時 00 分～　乙部小学校
　　　　　　　　　 ９時 30 分～　明和小学校
　　　　　　　　　 ９時 30 分～　栄浜小学校

みたい！よみたい！絵本とかみしばい
と　き　３月 14 日（土）10 時 00 分～
ところ　公民館図書室（児童室）
協　力　館浦婦人会読み聞かせの会
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平成２６年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果について
乙部町内小中学校児童生徒の状況及び体力向上策（小学校：３校、児童数：29 名・中学校：１校、生徒数 32 名）		

【各種目の状況】	
（全国を 50 とする）
小学校５年【 男子 】　　　　　　　　　　　　　　　　　小学校５年【 女子 】
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○男子は反復横とび、20 ｍシャトルラン、ソフトボール投げの３種目、女子は握力、上体起こし、反復横とび、20 ｍシャ
トルラン、50 ｍ走、立ち幅とび、ソフトボール投げの７種目で全国平均を上回っています。

中学校２年【男子】　　　　　　　　　　　　　　　　　  中学校２年【女子】 	 					   
			 

○　体格									       
・小中学校の男子・小学校の女子は身長が全国平均を上回り、体重は小学校女子・中学校男子で全国平均を上回っています。	
・小学校女子と中学校男子で肥満傾向が全国平均より高い状況です。								      
								      

【乙部町の体力向上策】									       
◎全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果を踏まえた学校全体での体力向上の取組の促進
◎乙部町水泳教室やスキー教室の開催等、社会教育事業を通した取組やスポーツ少年団との連携
◎生活習慣の改善と各学校の校内マラソンや休み時間等を活用した体力づくりの実施

○男子は握力、ハンドボール投げの２種目、女子は持久走、ハンドボール投げの２種目で全国平均を上回っています。

○町内小中学校児童・生徒の体格

小 学 校
５年男子

身長（cm） 体重（kg）
標本数 平均値 標本数 平均値

全　　国 544,786 138.88 544,816 34.00
北 海 道 21,844 139.54 21,847 35.40
乙 部 町 14 140.65 14 33.49

小 学 校
５年女子

身長（cm） 体重（kg）
標本数 平均値 標本数 平均値

全　　国 521,571 140.06 521,276 33.92
北 海 道 21,319 140.80 21,316 34.93
乙 部 町 15 144.29 15 39.88

中 学 校
２年男子

身長（cm） 体重（kg）
標本数 平均値 標本数 平均値

全　　国 499,767 159.64 497,342 48.52
北 海 道 20,802 160.99 20,708 50.09
乙 部 町 13 163.42 13 52.41

中 学 校
２年女子

身長（cm） 体重（kg）
標本数 平均値 標本数 平均値

全　　国 476,190 154.83 466,919 46.72
北 海 道 20,291 155.27 19,873 47.00
乙 部 町 18 153.55 19 44.74
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お父さん＝
　　　　　  谷脇　　徹 さん
お母さん＝
　　　　　　　　麻希 さん

ぼくは
 １歳 2 ケ月の男の子です。

名前の由来＝
　広い視野で幅広い分野で活
躍できるようにという意味と
画数を考えて決めました。
両親の願い＝
　すくすくと健康で優しい子
に育ってほしいいです。

お父さん＝
　　　　松田　直樹  さん

お母さん＝
　　友香  さん

わたしは
１歳２ヶ月の女の子です。

名前の由来＝
　お姉ちゃんと同じ「愛」と
いう字を使いたかったので、
字画を調べて決めました。
両親の願い＝
　元気で明るく、人を思いや
れる子供に育ってほしいで
す。

谷脇　遙斗くん

（緑　町）
松田　悠愛ちゃん

（豊　浜）

わが家のアイドル

ゆ　な はると

「重度障がい者等タクシー料金助成
券」と「高齢者交通費助成割引証」
の申請を受付します。

　重度障がい等タクシー料金助成券と高齢者交通費
助成割引証の交付を受けるためには、申請が必要と
なります。
　このため、申請受付を下記のとおり実施しますの
で、お知らせします。

●重度障がい者等タクシー料金助成
　　概　要：タクシー利用料金の助成
　　対象者：下肢機能又は体幹機能障害で１級から
　　　　　　２級の方
　　　　　　要介護区分４又は５の方

●高齢者交通費助成
　　概　要：最寄のバス停と道立江差病院間の函館
　　　　　　バスの利用運賃半額
　　対象者：70 歳以上の方

・申請に必要なもの　印かん
・お問い合わせ先　　役場町民課福祉係（電話 62-2311）

申請受付日程
・３月 12 日（木）
　　午後１時 15 分から２時 15 分
　　　　姫川ふれあいセンター
　　　　とよはま地区センター
　　午後２時 30 分から３時 30 分
　　　　鳥山ゆりの里活性化センター
　　　　三ツ谷研修会館
　　午後３時 45 分から４時 45 分
　　　　元和交遊館
　　　　栄浜ふれあいセンター

◇随時　役場町民課福祉係

奨学生を募集します
　町では、保護者が町内に居住されている方で、経済的理由によ
り高等学校等への修学が困難な方に奨学資金を貸与しています。
１一般貸与
　大学、短期大学、高等専門学校、高等学校に入学、在学してい
る人に貸与します。
２産業後継者特別貸与
　農業高等学校及び水産高等学校に進学し、卒業後町内で農漁業
に従事しようとする人に貸与します。
貸与額

申込期限　４月 10 日（金）まで
　申込方法など詳しくは、役場総務課へお問い合わせください。

（電話　62-2311）

区　　　　分 貸　与　額
一
般
貸
与

高等学校 月額　13,000 円
専修学校、高等専門学校、短大 月額　16,000 円
大学 月額　32,000 円

産業後継者特別貸与 月額　25,000 円

　一般的にヒグマは冬眠しますが、冬は絶対にヒグマに遭遇し
ないということではありません。
●ヒグマは冬期間、山林内の地中に掘った穴の中など（冬眠穴）
で冬眠しますが、周囲の音や振動などで目を覚ますことがあり
ます。
●森林施業に伴う作業や山スキーなどの野外活動は、冬眠中の
ヒグマを起こす原因となる可能性があり、その結果、人身事故
に至ることがあります。

　あなたがヒグマの事故に遭わないために、冬の間は次のこと
に注意してください。
●山野で活動する際は、冬期であっても常にヒグマの存在を意
識するとともに、足跡などの痕跡などがないか十分に確認し、
事前に活動する地域の市町村役場や北海道猟友会支部などから
情報収集するようにしましょう。

森林作業者やアウトドア愛好者の皆様へ
冬もヒグマに注意！
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お 知 ら せ

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か

　

3
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
3
月
12
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
1
時
45
分

▽
3
月
24
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

初
回
運
転
者
講
習 

午
後
３
時

乙部町国民健康保険病院　3月外来診療日程表 診療受付時間　午前   8:30〜11:00
　　　　　　　午後   1:00〜  3:00

※診療体制は変更になる場合があります。予め御了承ください。
※診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師の負担が増加します。地域の救急医療体制を維持するためにも、可能な
　限り通常の診療時間内に受診いただきたくなど、適正受診にご協力お願いいたします。
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農業委員会からのお知らせ

　備考：作業時間は１日８時間労働とする。昼休みの
ほかに午前と午後の各１回、休憩時間とする。時間外
については適正に支払うものとする。最低賃金の改定
があった場合、最低賃金の額とする。

○実勢賃貸料情報
　平成 26 年 1 月から 12 月までに締結（広告）された賃貸
借における賃貸料水準（10a 当たり）は以下のとおりです。

※１データ数は、集計に用いた筆数である。
※２金額は、算出結果を四捨五入し 100 円単位としている。
※３平均額は、各区分の平均値（四捨五入前）をデータ数
により加重平均した値である。

平成 26 年度農作業労賃協定額及び実勢賃貸料情報

区　　分 作業内容等 協定額

田　

作　

業

耕起・代掻 トラクター 3,000 円

田　　植 田植機 4,000 円
田植機（側条） 4,800 円

刈　　取
バインダー 4,000 円
自脱型コンバイン 10,000 円
ハーベスター 4,000 円

※作業の難易により 20% 以内の加減を認める。

畑　
　

作　
　

業

耕　　起 トラクター 3,000 円

播
種
及
び
収
穫
等

馬鈴薯播種 3,000 円
馬鈴薯掘取り 4,200 円
マルチャー 3,000 円
種まき 2,000 円
自脱型コンバイン 6,000 円
小麦播種 2,300 円
ブラシュカッター 13,000 円
ｽﾌﾟﾚｲﾔｰ散布 800 円

※プラウ・ロータリー共通　作業の難度により 30％
以内の加減を認める。１時間当たりについて両者
間話し合いで決める。

人
作
業

時　間（１時間当たり） 748 円
普通作業（１日当たり） 5,990 円
特殊作業（１日当たり） 7,000 円

※各 10a 当たりの金額

※各 60kg（1 俵）当たりの金額
区　分 作業内容 金　額

乾
燥
作
業

米乾燥

半乾燥　17％ 1,000 円
水分　　20％以下 1,250 円
水分　　26％以下 1,400 円
水分　　27％以上 1,650 円

もみすり 
（精米）

籾から玄米 900 円
玄米から白米 1,000 円
籾から白米 1,300 円

利用状況 平均額 最高額 最低額 データ数
水　　田 8,100 円 9,200 円 4,000 円 60

水田（転作） 6,300 円 8,000 円 3,400 円 36
普  通  畑 3,300 円 4,000 円 3,000 円 17

　停電には、ほくでん停電情報サービスへ　☎0120-895-121



　今回は消化器内科で新たに導入された狭帯光観察（Narrow 
Band Imaging；NBI）という観察手法を御紹介いたします。
従来、内視鏡を使用して病変を観察する際には光の三原色で
ある赤・緑・青を合わせた白色光で観察していました。近年
の科学研究の成果として 2006 年に実用化された NBI 観察で
は、赤を除いた緑・青の光のみで観察することによって白色
光では観察が困難であった微細血管を際立たせることができ、
現在では早期がん発見のために欠かせない観察手法となって
います。NBI では通常、白色光と比較して光量が減って暗く
なりがちでしたが、当院でも採用している EVIS  LUCERA  
ELITE はその点が改善され、高画質で精度の高い内視鏡検査
が可能となりました。国立がん研究センターがん対策情報セ
ンターによると、2006-2010 年のがん検診受診率は江差・厚
沢部・乙部・上ノ国とも全国平均を上回っておりますが、私
が赴任した 2014 年 4 月以降も新規の消化器がん患者さんを多
数診察しております。「検診ではなんともないと言われた」方
もいらっしゃいます。がんの治療は早期発見・早期治療が重
要ですから、持続するお腹の症状や体重減少がある方、以前
に胃炎やポリープを指摘された
方だけではなく、通常のがん検
診と併用して節目の年に内視鏡
検査をご検討されてはいかがで
しょうか。
　検査に関する相談などありま
したら、まずは一度消化器内科
へお越しください。
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新機器導入しました（消化器科）

道 立 江 差 病 院 か ら お 知 ら せ

整 形 外 科
午前　月～金曜日
（整形外来は、完全予約制となっています。受診され
る方は予約が必要となりますので、事前にご連絡下さ
い。 52-0036 内線112　電話での予約は13時から）

循 環 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　月・金曜日

消 化 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　火と水曜日（水曜日は11日と25日）

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日
午後　木曜日

外 科 午前　月～金曜日
小 児 科 午前　月～金曜日

泌 尿 器 科 午前　月～金曜日
午後　水曜日

精 神 科 午前　月～金曜日
午後　月曜日

産 婦 人 科 午前　月～金曜日

耳 鼻 咽 喉 科
午前　３日・４日・11日・12日・17日
　　　18日・25日・26日・31日
午後　11日・25日

眼 　 　 　 科 午前　５日・12日・19日
午後　４日・18日・25日

皮 　 膚 　 科 午前　火曜日
神 経 内 科 　　　６日・20日

外来診療体制
3 月の診療予定です

午前･･･ 8時00分～11時30分 
　　　 （初診の方は、9時00分～）                   
午後･･･1時00分～2時30分

※診療受付時間

診療日は予定であり変更になる場合もあります。
事前に病院にご確認の上、受診してください。

　札幌国税局では、国税局や税務署において、税のスペシャリストとして
活躍する国税専門官を募集をしています。
　平成 27 年度の採用試験の概要は、次のとおりです。
1　受験資格
　⑴昭和 60 年 4 月 2 日から平成 6 年 4 月 1 日生まれの者
　⑵平成 6 年 4 月 2 日以降生まれの者で大学を卒業したなど別に定める者
２　申込受付期間
　⑴インターネット
　　４月１日（水）9:00 から４月 13 日（月）
　　申込専用アドレス http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
　⑵郵送又は持参
　　４月１日（水）～４月２日（木）

（注）原則として、インターネット申込みを御利用ください。
３　第１次試験【基礎能力試験、専門試験（多肢選択式及び記述式）】
　　平成 27 年６月７日（日）

国税専門官募集

自動車（軽自動車）の抹消登録について
　自動車税（軽自動車税）は、４月１日時点の所有者に１年分課税されます。
　普通自動車は運輸支局（軽自動車は軽自動車協会）にて３月までに抹消登録を完了した場合、平成 27 年度分の自動車
税（軽自動車税）は課税されませんので、現在、廃車を検討されている方は、３月中に抹消登録をお済ませ下さい。
　なお、バイクやトラクター等の廃車に関しては届け出先が異なりますので、役場税務課までお問い合せください。
お問い合わせ先　普通自動車：檜山振興局税務課（電話 52-6471）　軽自動車：役場税務課（電話 62-2311）

町税の納税はお済みですか？
　町税は、定められた期限までに自主的に納めてい
ただくことになっております。
　納付をうっかり忘れ、納期限を過ぎますと督促状
や催告書が送られるほか、本来納めるべき税額のほ
かに督促手数料や延滞金もあわせて納めなければな
りません。
　また、町税を滞納のままにしておきますと、滞納
者の財産（給与、預貯金、不動産等）について、差
し押さえ等の滞納処分を受けることになります。
　このように町税の滞納は、滞納者にとって不利益
となるだけでなく、滞納処分等に多額の事務費用が
かかり、この費用は税金で負担することになります。
　町税の円滑な推進に町税が有効に活用されるよう
納期内納付にご協力をお願いします。



1
月
15
日
〜
2
月
14
日

ご
け
っ
こ
ん

お
め
で
と
う

 　

梅
川　

直
樹　
（
館
浦
）

 　

高
橋　

ま
み　
（
館
浦
）

 　

澤
田　

一
幸　
（
緑
町
）

 　

菊
池
菜
津
乃　
（
館
浦
）

　

 

　
お
く
や
み

　
　
　
申
し
上
げ
ま
す

藤
野　

文
雄
さ
ん（
60
歳
）姫　

川

近
藤
ト
ミ
ヱ
さ
ん（
65
歳
）緑　

町

齊
藤　

相
子
さ
ん（
90
歳
）元　

和

石
中　

キ
ク
さ
ん（
91
歳
）緑　

町

杉
田　

秀
昭
さ
ん（
68
歳
）旭　

岱

土
谷　

ハ
ル
さ
ん（
88
歳
）緑　

町

千
葉　

勇
治
さ
ん（
89
歳
）元　

和

松
田　

チ
ヨ
さ
ん（
86
歳
）元　

和

※
こ
の
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、

届
出
の
際
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
こ
びか

な
し
み
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広報 町 の 人 口
= 1 月末現在 =

世帯数　1,925（−６）〈−３〉

人　口　4,044（−15）〈−66〉
　男　　1,870（−４）〈−14〉
　女　　2,174（−11）〈−52〉

（ ）内は前月との比較増減

〈 〉内は 3 月末からの累計増減

〔14〕

編
　
集
　
後
　
記

　

光
林
荘
が
三
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　

町
内
の
方
々
は
宿
泊
す
る
機
会
は

少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
ご
宴
会
な

ど
で
の
ご
利
用
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

さ
て
、
今
年
度
も
残
す
と
こ
ろ
一

ケ
月
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
季
節
の
変
わ
り
目

と
な
り
、
体
調
を
崩
し
や
す
い
時
期

と
な
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も
体

調
管
理
に
は
十
分
気
を
つ
け
て
下
さ

い
。

間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を
使用しております。道産 間伐材使用

　

私
は
昨
年
の
春
ま
で
利
尻
・
礼

文
、奥
尻
、サ
ハ
リ
ン
航
路
の
フ
ェ

リ
ー
会
社
に
勤
務
し
て
い
た
。

　

平
成
五
年
七
月
十
二
日
に
発
生

し
た
南
西
沖
地
震
の
際
、
奥
尻
港

に
停
泊
し
て
い
た
定
期
フ
ェ
リ
ー

『
ニ
ュ
ー
ひ
や
ま
』
は
、
大
津
波

の
最
中
脱
出
に
成
功
し
て
い
る
。

　

船
長
の
伴
秀
世
が
日
本
海
中
部

地
震
を
秋
田
港
で
イ
カ
釣
り
漁
船

に
乗
っ
て
い
た
時
に
経
験
し
て
い

た
こ
と
や
、
地
震
を
感
じ
た
直
後

船
員
全
員
が
船
に
乗
っ
て
い
た
こ

と
も
あ
っ
て
、「
総
員
緊
急
配
置
、

エ
ン
ジ
ン
始
動
、
直
ち
に
出
港
」

を
指
示
し
、
舫
い
綱
す
べ
て
を
鉈

で
叩
き
切
り
脱
出
し
た
。

　

防
波
堤
を
超
え
た
所
で
第
1
波

と
遭
遇
し
た
が
、
何
と
か
突
破
し

沖
に
逃
れ
第
一
管
区
海
上
保
安
本

部（
小
樽
）に
船
舶
電
話
に
て「
奥

尻
島
に
大
津
波
襲
来
被
害
多
数
至

急
救
援
求
む
」
と
連
絡
、
こ
れ
が

奥
尻
島
被
災
の
第
一
報
と
な
っ
た
。

　

僕
が
兄
の
よ
う
に
慕
っ
て
い

る
、
こ
の
伴
船
長
は
豊
浜
地
区
の

出
身
で
あ
り
地
域
の
子
供
で
あ
れ

ば
泳
い
だ
経
験
が
あ
ろ
う
通
称

『
伴
の
浜
』
の
前
浜
が
生
家
で
あ

る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

　

こ
の
『
豊
浜
』
と
い
う
名
前
は

漁
業
界
で
は
有
名
で
あ
る
。

　

乙
部
と
い
う
言
葉
を
知
ら
な
く

と
も
豊
浜
と
い
う
言
葉
を
知
ら
な

い
漁
師
は
少
な
い
く
ら
い
豊
浜
の

漁
師
は
苦
難
の
歴
史
が
あ
る
。

 

昭
和
三
十
年
代
に
は
、
乙
部
の

豊
浜
地
区
の
漁
師
は
ス
ケ
ソ
ウ
を

求
め
利
尻
・
礼
文
に
船
を
出
し
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
も
厳
寒
の
時
期

に
だ
。

 

家
族
は
陸
路
で
稚
内
を
目
指
し

た
と
い
う
が
、
当
時
の
国
鉄
で
は

何
時
間
か
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
留
守
宅
で
両
親
の
帰
り
を

待
つ
子
供
た
ち
は
ど
ん
な
思
い
で

日
々
を
過
ご
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。

　

稚
内
の
知
り
合
い
の
漁
師
の
親

父
さ
ん
に
電
話
を
し
て
聞
い
て
み

た
。『
荒
れ
狂
う
北
の
海
で
寡
黙

な
豊
浜
の
漁
師
は
た
だ
ひ
た
む
き

に
ス
ケ
ソ
ウ
を
追
い
、
嫁
さ
ん
た

ち
は
そ
れ
を
捌
い
て
い
た
。
粗
末

な
番
屋
で
震
え
る
様
に
生
活
し
て

い
た
』
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

船
の
性
能
も
向
上
し
、
魚
群
探

知
機
も
完
備
さ
れ
て
い
る
現
在
と

は
異
な
り
、
自
然
を
相
手
に
漁
師

の
知
恵
と
勘
で
操
船
し
漁
を
し
て

い
た
の
だ
。

　

現
地
で
嫁
を
も
ら
い
居
つ
い
た

者
も
、
豊
浜
に
連
れ
て
帰
っ
た
者

も
い
る
。

　

利
尻
・
礼
文
に
乙
部
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

が
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
同
時

に
、
乙
部
に
も
利
尻
・
礼
文
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　

礼
文
町
の
小
野
町
長
と
は
、
縁

の
あ
る
町
の
子
供
同
士
の
交
流
が

で
き
れ
ば
と
話
を
し
て
い
る
。

 

実
現
で
き
る
よ
う
に
今
進
め
て

い
る
。

　

伴
の
浜
に
建
つ
『
海
難
犠
牲
者

慰
霊
碑
』
は
豊
浜
の
漁
師
魂
の
悲

し
い
歴
史
に
重
な
る
よ
う
に
眼
に

映
り
、
私
の
持
つ
船
舶
免
許
な
ど

役
に
は
立
た
な
い
と
痛
感
す
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
地
域
活
性
化
担
当
　
今
昭
人 No.7

男
の
た
め
の
お
達
者
教
室
～
集
ま
れ
！
六
十
五
歳
以
上
の
男
た
ち
～

　

筋
力
ア
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、
男
性
の
苦
手
と
す
る
柔
軟
性
や
バ
ラ
ン
ス
向

上
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
た
教
室
で
す
。

　

体
力
づ
く
り
に
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

（
日
時
）
三
月
二
十
七
日　

午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

（
会
場
）
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
お
と
べ　
　
　
（
講
師
）
高
橋
茂
樹
理
学
療
法
士

（
対
象
）
六
十
五
歳
以
上
の
男
性
！　
　
（
服
装
）
体
操
し
や
す
い
服
装

お
問
い
合
わ
せ　

乙
部
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

電
話
六
二-

五
八
四
五

  さ
ん

  さ
ん

  さ
ん

  さ
ん


